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第８回第８回

認知症サミット鳥取認知症サミット鳥取
市民フォーラム「第８回認知症サミット鳥取」が７日、米子市文化ホールで開かれた。

「日常生活で直面する問題と解決の助言」をテーマに、市民ら約400人が基調講演などを

通して、認知症予防の現状や当事者支援などについて認識を深めた。要旨を紹介する。

●　発　表　●　
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講
演

死
に
向
か
っ
て
成
長
す
る
―
認
知
症
に
な
ら
な
い
こ
と
が
人
生
の
目
的
で
は
な
い
―
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基
調
講
演

認
知
症
予
防
の
現
状
と
今
後
の
展
望
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認知症サミットは、認知

症になっても本人やその家

族が、地域でより良い生活

が送れる社会を目指して開

いています。日常生活に役

立つ認知症の知識を皆さん

と共有し、一緒に認知症に

対する理解を深め、家庭や

地域でも認知症について意

見交換がされることを期待

しています。

鳥取県では認知症予防に向け

て、さまざまな取り組みをして

います。大切なのは認知症を予

防し、認知症の人のクオリティ

ー・オブ・ライフを保障する、

人の力だと思います。フォーラ

ムを通じて、多くの人が認識を

共有し、未来に向かって素晴ら

しい人生が送れるサポートの仕

組みを話し合っていただきたい

と思います。

認知症サミット鳥取実行委員長

小田 貢氏
鳥取県知事

平井伸治氏
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ごあいさつ

■主催 認知症サミット鳥取実行委員会
■共催 社会福祉法人・医療法人真誠会 鳥取大学医

学部保健学科生体制御学講座環境保健学分
野、鳥取看護大学・鳥取短期大学、 法
人がいなネット、「新老人の会」鳥取支部

■後援 新日本海新聞社など
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認
知
症
の
人
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

は
、
地
域
の
人
に
認
知
症

に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
公
民
館
の
サ
ロ
ン

や
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に

通
所
者
と
積
極
的
に
出
掛

け
、
交
流
を
深
め
て
い
き

ま
し
た
。
長
年
使
用
し
て

い
な
い
農
地
を
借
り
て
、

畑
づ
く
り
を
始
め
、
２
０

１
７
年
６
月
に
「
崎
津
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
夢
農

園
」
を
開
園
し
ま
し
た
。

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え

や
、
秋
に
は
収
穫
祭
を
行

い
ま
し
た
。

畑
づ
く
り
を
通
し
て
、

地
域
の
人
は
認
知
症
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
り
、
通

所
利
用
者
は
認
知
症
の
維

持
改
善
が
見
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
脳
が
活
性
化
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

畑
づ
く
り
を
通
し
て

認
知
症
通
所
者
と

地
域
と
の
つ
な
が
り

杉
谷
め
ぐ
み
氏

弓
浜
脳
活
性
ク
ラ
ブ
真
誠
会

若
竹
庵
事
業
所
長
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交流深め
理解と改善

認
知
症
の
人
を
介
護
す

る
ご
家
族
や
、
介
護
現
場

の
職
員
か
ら
、
排
せ
つ
に

関
す
る
こ
と
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
に

つ
い
て
の
質
問
を
い
た
だ

き
ま
す
。
認
知
症
の
人
の

言
動
に
は
必
ず
理
由
が
あ

り
ま
す
。
排
せ
つ
な
ど
基

本
的
生
活
習
慣
に
失
敗
し

た
こ
と
を
知
ら
れ
る
こ
と

は
、
自
尊
心
が
傷
つ
き
、

介
助
拒
否
に
つ
な
が
り
ま

す
。
介
護
者
は
認
知
症
の

人
の
言
動
の
理
由
を
探
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

た
と
え
認
知
症
に
な
っ

て
も
悪
化
さ
せ
な
い
た
め

に
は
、
歯
の
な
い
人
は
早

期
に
義
歯
を
入
れ
、
人
の

話
が
聞
き
取
り
に
く
く
な

っ
た
ら
補
聴
器
を
使
っ
て

く
だ
さ
い
。
認
知
症
が
進

ん
で
も
心
は
豊
か
に
生
き

て
い
る
の
で
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
を
残
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
の
方
と
ど
の
よ
う
に

接
し
て
い
く
か

小
徳
美
千
子
氏

医
療
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
真
誠
会

認
知
症
教
育
担
当
師
長

認
知
症
予
防
専
門
士

認
知
症
ケ
ア
上
級
専
門
士
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言動の理由
探ること

認
知
症
の
人
に
対
し

て
、
で
き
な
い
人
、
分
か

ら
な
い
人
、
困
っ
た
人
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
少
な
か

ら
ず
あ
る
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
の
人
の
言
動
に
は

意
味
が
あ
る
こ
と
を
理
解

し
ま
し
ょ
う
。
身
近
に
ち

ょ
っ
と
し
た
支
援
が
あ
れ

ば
、
認
知
症
の
人
も
生
活

を
楽
し
む
力
は
ま
だ
ま
だ

残
っ
て
い
ま
す
。
役
に
立

て
る
、
感
謝
さ
れ
る
こ
と

は
、
喜
び
に
な
り
、
生
き

て
い
く
力
が
発
揮
で
き
る

と
感
じ
ま
し
た
。
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身近な支援で

生活楽しむ力

高田 照男氏

¬¬¬∨
⇔
∃ ¬¬¬ ∀

⇔
⇒

座長

医
療
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
真
誠
会
理
事
長

認
知
症
サ
ミ
ッ
ト
鳥
取
実
行
委
員
長

小
田

貢
氏

鳥
取
大
学
医
学
部
保
健
学
科

生
体
制
御
学
講
座
環
境
保
健
学
分
野
教
授

浦
上
克
哉
氏

認
知
症
予
防
は
発
症
予
防
だ
け

で
な
く
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応

（
治
療
）
、
進
行
防
止
も
含
ま
れ

ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
報
告
に
よ

る
と
日
本
の
認
知
症
患
者
は
４
６

２
万
人
、

歳
以
上
で
は
７
人
に

１
人
が
認
知
症
と
い
わ
れ
、
予
備

群
で
あ
る
軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ

Ｉ
）
の
人
も
４
０
０
万
人
と
推
計

さ
れ
ま
す
。
近
年
の
認
知
症
予
防

研
究
か
ら
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
段
階
で
予

防
を
目
的
と
し
た
治
療
や
対
策
を

行
う
こ
と
で
、
回
復
の
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
運

動
と
知
的
活
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
三
つ
を
柱
と
し
た
予
防

策
が
有
効
で
す
。

認
知
症
と
生
活
習
慣
病
に
は
密

接
な
関
係
が
あ
り
、
近
年
の
研
究

で
は
、
糖
尿
病
や
運
動
不
足
、
喫

煙
、
高
血
圧
な
ど
の
認
知
症
発
症

の
危
険
因
子
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
で
、

％
は
修
復
が
可
能

だ
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
聴
力

低
下
も
注
目
さ
れ
、
認
知
症
予
防

の
た
め
に
早
く
か
ら
補
聴
器
を
使

う
こ
と
が
良
い
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
は

嗅
覚
障
害
か
ら
起
こ
る
こ
と
か

ら
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
に
よ
る
予

防
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
弱
っ

た
嗅
神
経
を
ア
ロ
マ
で
効
果
的
に

刺
激
し
、
回
復
さ
せ
る
こ
と
で
改

善
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。
副
次

的
な
効
果
と
し
て
睡
眠
の
改
善
も

み
ら
れ
ま
し
た
。

Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
場
合
、
予
防
を
目
的

と
し
た
治
療
や
対
策
を
す
る
こ
と

で
１
割
は
正
常
に
、
４
割
は
Ｍ
Ｃ

Ｉ
に
留
ま
り
、
５
割
が
認
知
症
に

な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の

早
期
発
見
と
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
選

ん
で
予
防
対
策
を
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
２
０
０
４
年
の
琴
浦
町

で
の
取
り
組
み
で
は
、
物
忘
れ
相

談
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
検
査
機
器

を
使
っ
て
Ｍ
Ｃ
Ｉ
判
定
と
予
防
教

室
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
町
の
介
護

保
険
費
用
削
減
に
効
果
が
あ
り
ま

し
た
。年

に
立
ち
上
げ
た
日
本
認
知

症
予
防
学
会
は
、
会
員
数
が
２
千

人
を
超
え
ま
し
た
。
科
学
的
根
拠

（
エ
ビ
デ
ン
ス
）
に
基
づ
い
た
予

防
活
動
の
実
践
、
普
及
を
支
援
、

ま
た
、
認
知
症
予
防
専
門
士
の
制

度
を
設
け
、
人
材
の
育
成
に
も
努

め
て
い
ま
す
。
６
月

日
を
認
知

症
予
防
の
日
と
し
て
制
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
啓
発
イ
ベ
ン

ト
が
各
地
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｃ
Ｉ
判
定
で
早
期
発
見

予
防

平
井
知
事
が
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

で
、
「
何
歳
ま
で
生
き
る
の
か
が

大
切
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
生

き
て
い
く
か
が
大
切
で
あ
る
」
と

い
う
リ
ン
カ
ー
ン
の
言
葉
を
引
用

さ
れ
ま
し
た
。
実
は
、
こ
の
言
葉

こ
そ
、
私
が
皆
さ
ん
に
申
し
上
げ

た
い
こ
と
な
の
で
す
。
自
分
の
命

を
長
く
す
る
目
的
は
何
か
、
将
来

ど
の
よ
う
な
高
齢
者
に
な
り
た
い

の
か
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。

多
く
の
人
が
認
知
症
に
は
な
り

た
く
な
い
と
言
い
ま
す
が
、
認
知

症
の
人
は
、
こ
れ
ま
で
長
く
頑
張

っ
た
人
だ
と
い
う
証
明
で
す
。
認

知
症
自
体
が
怖
い
と
い
う
よ
り
、

認
知
症
に
な
っ
た
と
き
に
、
優
し

く
面
倒
を
見
て
く
れ
る
人
が
い
な

い
こ
と
が
怖
い
の
で
す
。
認
知
症

で
も
家
族
に
大
切
に
さ
れ
る
人
は

大
勢
い
ま
す
。
万
が
一
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
家
族
に
愛
さ
れ
、
世

話
を
し
て
も
ら
え
る
人
間
関
係
を

今
か
ら
築
い
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。「
か
わ
い
い
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
」
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。人

生
１
０
０
年
時
代
に
向
か

い
、
「
目
的
と
喜
び
を
な
く
し
た

長
寿
に
意
味
が
あ
る
の
か
」
「
生

き
て
い
る
こ
と
だ
け
で
も
本
当
に

幸
せ
な
の
か
」
と
い
う
問
い
に
皆

さ
ん
は
答
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う

か
。
樋
口
一
葉
や
滝
廉
太
郎
の
よ

う
に
命
は
短
く
と
も
、
歴
史
に
残

る
偉
業
を
な
し
え
た
人
も
い
ま

す
。

歳
か
ら
天
文
学
を
学
び
、

日
本
地
図
を
作
っ
た
伊
能
忠
敬
の

よ
う
な
人
も
い
ま
す
。
何
歳
に
な

っ
て
も
始
め
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
人
は
い
く
つ
に
な

っ
て
も
生
き
方
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

恩
師
の
故
日
野
原
重
明
先
生
は

「
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
精
神
的
に

は
成
長
す
る
。
無
限
の
可
能
性
が

あ
る
。
人
の
役
に
立
ち
な
さ
い
」

と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

老
い
と
は
「
衰
弱
」
で
は
な
く
、

成
熟
で
す
。
そ
し
て
、
死
を
見
つ

め
る
こ
と
は
、
今
日
を
精
い
っ
ぱ

い
生
き
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。一

躍
時
の
人
に
な
っ
た
、
ス
ー

パ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
尾
畠
春
夫

さ
ん
の
報
道
を
見
て
、
人
間
の
生

き
方
の
価
値
は
、
学
問
で
も
経
歴

で
も
な
く
、
善
意
を
も
っ
て
行
動

す
る
こ
と
が
人
の
た
め
に
な
り
、

自
分
自
身
も
満
足
で
き
る
人
生
が

送
れ
る
の
だ
と
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

浦上先生は認知症の研究者であ
り、認知症の治療、予防も実践され
ています。物忘れ相談プログラムな
どを使って、早期に診断をし、
であればまだ改善の手があるという
ことでした。予防には、運動や知的
活動、コミュニケーションが重要で、
良い睡眠やアロマセラピー、バラン
スの取れた食事なども予防効果を期
待できるということです。

運動など予防効果に期待

鳥 取 看 護 大 学
鳥取短期大学理事長

山田修平氏
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座長

認知症になることが怖いのでは
なく、怖いのは認知症になったと
きに、優しく世話をしてくれる周
りの人がいないことだということ
でした。歳を重ねて体は衰弱して
も、心は成長していくのだと示さ
れました。愛される人間関係を作
り、目的や喜びをもって生きまし
ょう。そのためには「利他の心」
に立って生きることです。
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座長

佐伯健二氏

心は成長していく

将
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
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